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１．概要（Summary） 

我々は大気圧プラズマ装置を照射した溶液が脳腫瘍

細胞に対してプログラム細胞死として知られるアポトーシ

スを誘導することを発見した。この溶液をプラズマ活性溶

液（Plasma-activated medium, PAM）と名付けた。本

研究では超高密度大気圧プラズマ装置を利用してプラズ

マ活性溶液を作成し、細胞に投与し細胞に対する効果を

顕微鏡等を用いて調べたり、活性溶液中の活性種を

In-situ電子スピン共鳴法を用いて解析する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 超高密度大気圧プラズマ装置、

In-situ電子スピン共鳴（ESR） 

【実験方法】 

超高密度大気圧プラズマ装置を用いて培養液および

乳酸リンゲル液に対してプラズマ照射を行い、プラズマ活

性培養液（PAM）およびプラズマ活性乳酸リンゲル液

（PAL）を作製した。PAM と PAL を脳腫瘍培養細胞に投

与し、細胞応答の違いを調べた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

同条件で作製したPAMとPALを投与した脳腫瘍培養

細胞において、DCFDA試薬により細胞内ROSを検出し

たところ、PAM の方が PAL よりも ROS を多く誘導するこ

とが分かった（参考文献[1]）。以上より PAM と PAL では

細胞死を導く細胞内分子機構が違うことが示唆された。更

にリアルタイム PCR 実験により遺伝子発現の違いを調べ、

immediate early genesやストレス応答遺伝子の遺伝子

発現のダイナミクスに PAM と PAL の違いを見出した。ま

た PAL による胃癌細胞の腹膜播種抑制効果を見出した

（論文・学会発表[1]）。 
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